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◆随想

除 夜 の 鐘

立田 幽石

除夜の鐘と聞くと、私には忘れられない思い出があります。で、鐘

声の風韻や俳句の情緒には触れないで、私事を申して恐れ入りますが、

その思い出を述べさせて頂きます。

私が小学生時代……時代もそうであったのでしょうが、私の家は特

に旧弊な家柄で、除夜の鐘を聞かないうちに寝ると赤い鬚が生えるよ
ひげ

と言われ、大晦日には十二時まで寝
おおみそか

かされなかったものです。それが

小供 心 に不平で、何時とはなしに、
こ ど もごころ い つ

仏教的迷信に対して強い反感を持つ

ようになりました。

中学の終りの頃、或る書を読んで、
あ

除夜の鐘を百八撞くのは、百八煩悩
つ

を覚醒せしめ、その一音毎に煩悩を
かくせい ごと

消滅して、常楽・光明の新年を迎え

る為であるということを知り、仏教
ため

も単なる迷信妄信を説くばかりでな

く、見方によっては人間形成の役に

も立つものであるということに気が附
つ

若き日の幽石翁（17歳）
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いて、やや尊敬の念を生ずるようになりました。

その後中学を出て、仙台の第二高等学校二部乙(旧制理科)に入学し、

生徒控室に掲示されていた至道会の檄文を見て、大いに感銘したもの
げきぶん

です。至道会というのは禅の研究をする会で、その檄文の内容は、要

するに禅の修行によって人間形成を 完 うするという意味のものでし
まっと

た。仏教に対して或る種の尊敬の念を抱いていた私は、早速その会に

入会しました。至道会の主なる行事は、松島の瑞巌寺の盤竜老師を拝
ずいが ん じ

請して摂 心 会を催すことであります。その盤竜老師が、或る時の提
せっしんえ(かい)

唱で｢大法に不可思議なし｣と獅子吼されたのを拝聴して、私はこれな
し し く

る哉と奮い立ちました。何故ならば、自然科学の研鑽を志している私
かな な ぜ けんさん

にとって、迷信妄信臭い不可思議という言葉が何より嫌いであったか

らです。その不可思議を説かない禅なら、一生修行を続けようと決心

した次第であります。

その年の冬休みに、私は瑞巌寺の境内の養徳院に有志の学友と止宿

して、参禅弁道に励んで居りました。時 恰 も臘月三十一日のこと、
お あたか ろうげつ

折しも近くの鐘 楼で撞き出された除夜の鐘を聞いて、私は前後截断
しょうろう せつだん

されて終いました。天地乾坤ただ鐘の音一枚、そこに遠近もなく古今
しま けんこん

もなく新旧もなく自他もなく｢天地と我と同根・万物と我と一体｣とい

う三昧の境致に打入したのです。ここに於て私は、大自然の生命の淵源
ざんまい おい えんげん

に触れ、如是の大法の根本を悟ったのであります。

その後、東京の帝大の理学部に入学するに及んで、下谷の両忘庵の
した や

釈 宗活老師に相 見して入室参禅を許されました。そして悟後の差別
しゃく しょうけん

微妙の法門を手に入れるようになってからは、「柳暗花明・棄てべき
みみょう

法は一法も無し｣ということに徹しました。不可解な独断と思われた

仏説も非科学的と感じたいろいろの譬喩も、畢 竟は大慈大悲から発
ひ ゆ ひっきょう

した方便であり、その人々の境涯・性格に応じて信ずるも結構、この

随想／除夜の鐘
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意味に於て迷信妄信も亦た風流と感ずるようになりました。
ま

除夜の鐘を聞かないで寝ると赤い鬚が生えるという彼の俚諺も、今
か りげ ん

では懐かしく思われ、独り白鬚を撫でて微笑んでいる次第です。
な ほほ え

（本稿は、俳誌『曲水』昭和44年12月号から転載させていただきました。）
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